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ま え が き

研究代表昔

開 府ヰ 清

この報告書は､平成8､9年パいハ文部省朴学研究曹 L基鮨研究((:)(2)二】

課題番号()8(う8()2日l､代表 関根 消､一新しい価値観･世界観にた/)

た小学校環境教育の体系化とそぴ)教材開発に関する研究｣による成果をまと♂)

た雲,ぴ)である.､

今【二Ⅰほど､学校教育における環境教育の必要仰が､関われている時期はない

だ7)う･- ニれ辛)偏に､われわれの=車代がむとめてやまなかった､より利便件を

追求した､より高い文明生活への牒百望に構われた行為〃)結果の｢つけ_】に対す

る､地球環境の保全のた♂)の教育ノJ針の現れであり､換言すれば､白菜=得の

結果の代償として､次仲代へ〝)地球環境の保仝イ)ための努力に向けての教育効

果に期待したい願望から′仁まれた教育力■針であると位置づけられるだろう〔J

地球の暦史は46億年にわたるが､そ〝)最も新しい地質時代に､人類が′巨物簡

の--1二役を演ずる第匹l紀､約 2()()万隼が存在するr,こ〃)第川紀は気候変動〃)激し

い時期でもあり､氷期と間氷期とが交互に繰りかえされてきた時期であった′､

それ故に､第川紀は自然環境の激変した時期といえる｡これに加えて､最近の

人類の活動はめざましく､高水準の文明牛清を維持するための手段であ/)たと

はいえ､地球的規模で､その環境を激変させてしまう結果をもたらした{,､即ち､

産業革命以後の人為的要因による環境変化の速度は､それ以前の速度の比では

なく､琶=こ､最近の化石エネルギーーや森林･その他の資源の人員消費にともな

う環境の悪化は著しく､自業自得とはいうもののそのた捌こ､現在､人類〃)牛

括環境は悪化の一一一途にあるといえる.､

このような環境の悪化ヰ､地球の発達史的観ノたにたてば､発達過程の･断面と

捉えること牽)できる側面をも/)が､人頼′l二存〝)期間的観点にたてげ､白菜【-1得

の結果で､人類そのものの存在に大きな影響を及ぼしかねない段階の環境卜に

進み/)つあるといって車)過言ではないだろう‥ すでに､地球的規膜で､l~1まl家作｣

規模で環境保全のための検討が開始されている〝)牽,事実であるが､更に一一層び)



地球環境の保全〝)た♂)の最人隈の努力と英知を傾けなければならない｡

これから人類がいかに■努ノ｣しても､地球環境〝)復Il】･保全には少なく見積も

ってむ､1()一 年､=)コ 年のオーーダー〝)歳月が必要だ7)う｡人の----一一生の時間を越

えた歳1■上が必要㌧ト可~欠となる｡それ故に､世代間で〝)､世代を超越した努力が

不‖J~欠となる()こ〃)ためには数台〃)果たす役割は､計り知れなく人きくイこ吋欠

である(,特に､学校数育の果たす役割は著しく人きいといえる｡ノ

こ〝)ような観点にたって､本報は､社会科における環境学習とその教材開発

についてまとめたもぴ)である｡

平成1()年二i月


